
恒例となった村内の関係機関新年交礼会が１月10日ＪＡ
新しのつで開催され、今年は117人が参加した。
石塚村長、山元議会議長、長屋農協組合長、工藤商工会長、 
吉岡改良区理事長、髙橋農委会長による運を開く鏡開き。
新篠津村の幸福と繁栄を願う「せーの!よいしょ!」と酒樽
を割る威勢のよいかけ声が、今年も会場に響き渡った。

しんしのつ
お茶の間の議会情報誌
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定
例
会
の
主
な
内
容

補
正
予
算

◎
一
般
会
計（
第
６
号
）

　

歳
出
補
正
の
主
な
内
容

・
郵
便
料

１
５
３
万
円

・
公
共
施
設
営
繕
基
金
積
立
金

１
０
０
０
万
円

・
ふ
る
さ
と
納
税
業
務
委
託
料

５
７
８
０
万
円

・�

生
活
交
通
路
線
維
持
運
行
費

補
助
金�

79
万
円

・�

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
オ
ン

ラ
イ
ン
申
請
補
助
端
末
等

88
万
円

・�

後
期
高
齢
者
医
療
療
養
給
付

費
負
担
金

80
万
円

・�

保
育
所
巡
回
支
援
業
務
委
託

料�

△
３
１
９
万
円

・
乳
幼
児
医
療
費

70
万
円

・
畑
地
化
促
進
事
業
補
助
金

９
４
５
万
円

・�

基
幹
水
利
施
設
管
理
事
業
補

助
金�

２
４
０
万
円

・�

北
６
号
第
45
線
橋
補
修
工
事

調
査
設
計
業
務
委
託
料

△
１
８
９
万
円

・
道
路
維
持
補
修
資
材

△
１
１
０
万
円

・
樹
木
・
芝
管
理
業
務
委
託
料

△
７
１
０
万
円

・�

公
共
施
設
屋
上
防
水
改
修
工

事

△
１
９
３
万
円

〈
今
回
の
補
正
額
〉５

２
１
１
万
円

〈
補
正
後
の
予
算
総
額
〉

38
億
２
２
４
８
万
円

◎
介
護
保
険
特
別
会
計（

第
２
号
）

　

歳
出
補
正
の
主
な
内
容

・�

居
宅
介
護
福
祉
用
具
購
入
費

負
担
金

50
万
円

・�

居
宅
介
護
住
宅
改
修
費
負
担

金

１
０
０
万
円

〈
今
回
の
補
正
額
〉１

５
０
万
円

〈
補
正
後
の
予
算
総
額
〉

４
億
４
１
８
７
万
円

◎
一
般
会
計（
第
７
号
）

・
職
員
給
与
費

２
１
７
４
万
円

・�

農
業
集
落
排
水
事
業
会
計
補

助
金�

70
万
円

〈
今
回
の
補
正
額
〉２

２
７
０
万
円

〈
補
正
後
の
予
算
総
額
〉

38
億
４
５
１
８
万
円

◎
農
業
集
落
排
水
事
業
会
計

（
第
１
号
）

・
総
係
費（
給
料
等
）

70
万
円

〈
今
回
の
補
正
額
〉

70
万
円

〈
補
正
後
の
予
算
総
額
〉

１
億
１
２
２
６
万
円

条
例
改
正

◎
新
篠
津
村
議
会
議
員
の
議
員

報
酬
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

に
つ
い
て

◎
特
別
職
の
職
員
で
常
勤
の
も

の
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

◎
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ

い
て

◎
職
員
に
対
す
る
寒
冷
地
手
当

の
支
給
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

◎
新
篠
津
村
会
計
年
度
任
用
職

員
の
給
与
等
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　

人
事
院
の
令
和
６
年
度
の
給

与
改
定
に
関
す
る
勧
告
に
鑑
み
、

職
員
等
の
給
料
月
額
、
期
末
・

勤
勉
手
当
の
支
給
率
及
び
寒
冷

地
手
当
の
支
給
額
の
改
定
を
行

う
た
め
、
本
条
例
を
改
正
す
る

も
の
で
す
。

第
５
回
臨
時
会

(
11
月
28
日
)

専
決
処
分

◎
一
般
会
計（
第
５
号
）

　

歳
出
補
正
の
主
な
内
容

・
衆
議
院
議
員
選
挙
費

４
７
８
万
円

〈
今
回
の
補
正
額
〉４

７
８
万
円

〈
補
正
後
の
予
算
総
額
〉

37
億
７
０
３
７
万
円

◎
教
育
委
員
会
教
育
長
の
任
命

　

11
月
30
日
で
任
期
満
了
と
な

る
教
育
委
員
会
教
育
長
に
荒
谷

順
一
郎
氏
を
引
き
続
き
任
命
す

る
こ
と
で
同
意
し
ま
し
た
。

　

任
期
は
令
和
９
年
11
月
30
日

ま
で
の
３
年
間
で
、
荒
谷
氏
は

４
期
目
と
な
り
ま
す
。

令
和
６
年
第
４
回
村
議

会
定
例
会
が
、
12
月
４
日
か

ら
13
日
ま
で
の
10
日
間
の

会
期
を
も
っ
て
招
集
さ
れ

ま
し
た
。

初
日
は
、
令
和
６
年
度
補

正
予
算
２
件
を
審
議
し
た

結
果
、
原
案
の
と
お
り
可
決

し
ま
し
た
。

最
終
日
は
、
条
例
改
正
と

追
加
の
補
正
予
算
７
件
を

審
議
し
、
全
て
原
案
の
と
お

り
可
決
し
ま
し
た
。

ま
た
、
４
人
の
議
員
か
ら

一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

第
４
回

　定
例
会

第
４
回

　定
例
会

令
和
6
年

荒谷　順一郎　氏
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○
林
議
員　
質
問

　

今
年
度
本
村
の
農
家
一
戸
当

た
り
の
平
均
耕
作
面
積
は
23
ヘ

ク
タ
ー
ル
を
超
え
た
。

　

そ
の
よ
う
な
な
か
で
少
し
で

も
負
担
を
減
ら
す
た
め
に
、
自

動
操
作
を
搭
載
し
た
ト
ラ
ク

タ
ー
や
田
植
え
機
、
ド
ロ
ー
ン

を
導
入
す
る
農
家
が
約
40
戸
程

度
い
る
と
新
篠
津
村
Ｉ
Ｃ
Ｔ
農

業
研
究
会
か
ら
聞
い
て
い
る
。

　

導
入
に
は
国
の
補
助
事
業
も

あ
る
が
ハ
ー
ド
ル
が
高
く
利
用

し
に
く
い
と
い
っ
た
声
を
聴
い

て
い
る
。

　

今
後
も
一
農
家
の
経
営
面
積

が
増
え
て
い
く
と
予
想
さ
れ
、

農
地
を
守
る
た
め
に
も
ス
マ
ー

ト
農
業
を
広
め
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
こ
と
か
ら
、
個
人
経
営
で

も
機
械
を
導
入
し
や
す
い
事
業

を
国
に
要
請
し
て
い
た
だ
き
た

い
し
、
で
き
れ
ば
村
独
自
の
事

業
で
機
械
の
導
入
を
進
め
て
い

た
だ
け
な
い
か
。

○
石
塚
村
長　
答
弁

　

国
の
補
助
事
業
は
、
所
得
の

向
上
、
農
産
物
の
価
値
向
上
、

経
営
コ
ス
ト
の
縮
減
な
ど
の
成

果
目
標
を
設
定
し
、
そ
の
目
標

　令和６年第４回村議会定例会が12月４日から13日の10日間の日程で開催され、議会最終日に４人

の議員が一般質問し、石塚村長と荒谷教育長に答弁を求めました。

（紙面の都合上、要約し掲載しています。）

村政村政ののここここがが聞きたい聞きたい
～4人の議員から6項目を問う～～4人の議員から6項目を問う～

一般
質問

１　林　　和彦　議員
　① スマート農業の推進について

２　大塚　裕樹　議員
　① 役場職員の副業について
　② 新篠津村公用バスの活用について
　③ ふるさと納税自動販売機設置について

３　竹村　清一　議員
　① 学校教諭の懲戒免職について

４　南部　隆志　議員
　① 村の災害に対する対応について

一般質問
林
はやし

　和
かず

彦
ひこ

 議員

スマート農業普及に向け

　　村独自の支援が必要では

スマート農業発展のため

　　関係機関と検討を進める

Q.

A.
動画はこちら
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を
達
成
す
る
た
め
の
取
組
内
容

が
ポ
イ
ン
ト
化
さ
れ
、
ポ
イ
ン

ト
の
高
い
申
請
者
が
採
択
さ
れ

る
仕
組
に
な
っ
て
お
り
、
こ
れ

が
「
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
」、「
使

い
に
く
い
」
と
言
わ
れ
る
理
由

だ
と
思
わ
れ
る
。

　

そ
れ
ら
を
含
め
、
北
海
道
農

政
事
務
所
と
の
意
見
交
換
で
は
、

補
助
事
業
の
使
い
づ
ら
さ
や
改

善
し
て
い
た
だ
き
た
い
点
な
ど

を
伝
え
て
お
り
、
引
き
続
き
現

場
の
声
を
国
に
向
け
て
発
信
し

て
い
く
が
、
個
人
の
取
得
物
へ

の
補
助
に
な
る
の
で
、
実
施
の

是
非
を
含
め
農
協
な
ど
関
係
機

関
と
も
検
討
を
進
め
た
い
。

○
大
塚
議
員　
質
問

　

日
高
振
興
局
の
職
員
が
１
次

産
業
へ
の
副
業
を
推
進
し
、
実

績
を
上
げ
て
い
る
こ
と
が
、
日

本
農
業
新
聞
で
紹
介
さ
れ
て
い

た
。

　

現
状
、
村
の
農
業
者
の
高
齢

化
と
労
働
者
不
足
は
深
刻
な
状

況
で
、
野
菜
や
施
設
園
芸
が
激

減
し
、
水
稲
の
直
播
が
進
み
ひ

と
り
農
業
が
増
え
て
い
る
。

　

そ
の
状
況
を
何
と
か
す
る
た

め
に
も
ま
ず
、
村
役
場
の
職
員

が
農
業
体
験
を
兼
ね
て
頑
張
っ

て
頂
き
、
地
域
に
溶
け
込
ん
で

農
産
物
を
お
土
産
に
頂
く
な
ど

農
家
の
生
の
声
を
聞
い
て
政
策

に
活
か
し
、
少
し
で
も
農
村
地

域
の
元
気
と
明
る
さ
を
取
り
戻

し
て
笑
顔
が
増
え
る
取
り
組
み

を
進
め
て
い
た
だ
け
な
い
か
。

○
石
塚
村
長　
答
弁

　

地
方
公
務
員
法
第
38
条
に
規

定
さ
れ
て
い
る
営
利
企
業
等
へ

の
従
事
に
は
、
任
命
権
者
の
許

可
が
必
要
と
な
る
。

　

近
年
は
多
様
で
柔
軟
な
働
き

方
へ
の
需
要
の
高
ま
り
や
、
人

口
減
少
に
伴
う
人
材
の
希
少
化

等
を
背
景
と
し
て
地
方
公
務
員

も
社
会
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

と
し
て
、
公
務
以
外
で
も
活
動

し
、
地
域
の
課
題
解
決
等
に
も

積
極
的
に
取
り
組
む
こ
と
が
期

待
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て

て
お
り
、
公
務
員
の
副
業
、
兼

業
に
対
す
る
考
え
方
が
変
わ
り

つ
つ
あ
る
。

　

職
員
が
農
業
体
験
に
参
加
す

る
な
ど
、
公
務
に
支
障
が
出
な

い
範
囲
内
で
の
作
業
で
あ
っ
た

り
、
農
業
者
の
生
の
声
を
聴
い

た
り
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
許
可

で
き
る
と
考
え
て
い
る
。

○
大
塚
議
員　
質
問

　

村
の
公
用
バ
ス
の
活
用
が
コ

ロ
ナ
禍
の
影
響
に
よ
り
減
っ
て

い
る
状
況
で
、
自
治
区
自
治
会

が
主
催
す
る
日
帰
り
バ
ス
研
修

も
自
治
会
の
人
数
も
減
り
、
バ

ス
代
の
高
騰
も
重
な
っ
て
激
減

し
て
い
る
。

　

自
治
区
自
治
会
を
は
じ
め
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
が
停
滞
し
て

い
る
な
か
で
、
自
治
会
皆
で
行

く
バ
ス
研
修
は
充
実
し
た
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
醸
成
に
繋
が
る
。

　

そ
こ
で
、
自
治
区
自
治
会
を

は
じ
め
、
老
人
ク
ラ
ブ
や
女
性

グ
ル
ー
プ
な
ど
に
村
の
公
用
バ

ス
を
も
っ
と
活
用
し
、
地
域
に

元
気
と
明
る
さ
を
取
り
戻
し
て

笑
顔
が
増
え
る
素
晴
ら
し
い
政

策
実
現
に
向
け
、
公
用
バ
ス
の

活
用
が
で
き
な
い
か
。

○
石
塚
村
長　
答
弁

　

公
用
バ
ス
の
運
行
基
準
は
、

村
主
催
の
行
事
や
村
が
事
務
局

の
団
体
の
行
事
、
社
会
福
祉
協

議
会
の
行
事
な
ど
と
な
っ
て
い

る
。ま
た
、村
営
バ
ス
や
ス
ク
ー

ル
バ
ス
の
車
検
時
の
代
替
え
バ

ス
と
し
て
も
利
用
し
て
い
る
。

　

公
用
バ
ス
の
運
行
に
つ
い
て

は
公
共
性
を
担
保
す
る
必
要
が

あ
り
、
ま
た
民
間
バ
ス
事
業
者

へ
の
民
業
圧
迫
の
懸
念
も
あ
る

コミュニティの醸成に

　村公用バスを活用しては

公用バス運行基準を順守し

自治会等への活用はしない

Q.

A.

一般質問
大
おお

塚
つか

裕
ひろ

樹
き

 議員

役場職員の副業を推進し

　　体験を政策に活かしては

公務に支障のない範囲で

　　副業の許可は可能である

Q.

A.
動画はこちら

自動運転機能を搭載した田植機



Shinshinotsu  Village  Assembly  Information

議会通信しんしのつ　No.1385

の
で
自
治
区
自
治
会
へ
の
活
用

は
考
え
て
い
な
い
。

○
大
塚
議
員　
質
問

　

昨
年
、
本
村
の
ふ
る
さ
と
納

税
が
２
億
円
を
超
え
、
こ
の
貴

重
な
財
源
を
活
か
し
た
政
策
が

期
待
さ
れ
る
。

　

現
在
、
全
国
で
は
ふ
る
さ
と

納
税
の
自
動
販
売
機
が
主
に
観

光
地
や
ゴ
ル
フ
場
な
ど
に
30
カ

所
以
上
で
設
置
さ
れ
て
い
る
。

　

ふ
る
さ
と
納
税
の
自
動
販
売

機
設
置
の
大
き
な
利
点
は
、
ふ

る
さ
と
納
税
を
身
近
に
感
じ
、

今
ま
で
ふ
る
さ
と
納
税
を
し
た

こ
と
が
な
い
９
割
の
方
々
が
利

用
す
る
と
い
う
実
績
が
あ
り
、

本
村
を
訪
れ
る
多
く
の
観
光
客

へ
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
価
値
は
あ

る
。

　

令
和
８
年
予
定
の
た
っ
ぷ
の

湯
の
大
規
模
改
修
に
合
わ
せ
て
、

ふ
る
さ
と
納
税
自
動
販
売
機
を

設
置
す
る
こ
と
で
、
本
村
の
Ｐ

Ｒ
と
財
源
確
保
の
両
方
に
効
果

が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

○
石
塚
村
長　
答
弁

　

ふ
る
さ
と
納
税
の
事
務
処
理

に
は
、
各
サ
イ
ト
と
の
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
ク
レ
ジ
ッ
ト

を
含
む
シ
ス
テ
ム
連
携
が
非
常

に
重
要
と
な
り
、
同
時
に
中
間

事
業
会
社
と
の
共
通
の
シ
ス
テ

ム
連
携
が
必
要
と
な
っ
て
く
る

の
で
、
中
間
事
業
会
社
と
は
導

入
の
可
能
性
に
つ
い
て
の
打
合

せ
を
進
め
て
い
き
た
い
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
申
込
み
件

数
の
多
い
お
米
や
季
節
の
野
菜

類
に
し
て
も
、
申
込
み
の
受
付

に
あ
た
っ
て
は
、
ほ
と
ん
ど
の

返
礼
品
で
数
量
に
限
り
が
あ
る

こ
と
か
ら
、
申
し
込
み
の
多
い

年
末
前
に
品
切
れ
と
な
り
、
受

付
を
終
了
し
て
い
る
現
状
を
鑑

み
、
自
動
販
売
機
設
置
に
係
る

経
費
と
の
費
用
対
効
果
の
バ
ラ

ン
ス
を
考
慮
し
な
が
ら
検
討
し

て
い
き
た
い
。

○
竹
村
議
員　
質
問

　

北
海
道
教
育
委
員
会
が
10
月

10
日
に
発
表
し
た
懲
戒
処
分
で
、

新
篠
津
中
学
校
教
諭
の
懲
戒
免

職
と
校
長
の
減
給
２
カ
月
と

あ
っ
た
。

　

本
村
に
と
っ
て
は
、
不
名
誉

な
こ
と
で
あ
り
、
今
後
は
さ
ら

に
教
育
長
が
先
頭
に
立
ち
、
組

織
と
し
て
繰
り
返
し
綱
紀
粛
正

に
努
め
る
べ
き
事
案
で
あ
る
。

　

学
校
教
諭
や
職
員
等
を
信
じ

る
と
い
う
こ
と
は
大
切
な
こ
と

で
、
不
祥
事
が
お
き
る
最
大
の

原
因
は
、
普
段
か
ら
の
交
流
が

少
な
く
、
組
織
内
部
の
統
制
や

チ
ェ
ッ
ク
体
制
が
で
き
て
い
な

い
な
ど
、
組
織
の
ト
ッ
プ
と
し

て
の
教
育
長
の
責
任
は
か
な
り

大
き
い
こ
と
だ
と
痛
感
す
る
。

　

そ
の
ト
ッ
プ
の
役
割
の
ひ
と

つ
は
、
部
下
の
不
祥
事
に
対
す

る
責
任
を
と
る
こ
と
で
あ
り
、

自
ら
の
処
分
を
自
ら
に
課
す
こ

と
だ
と
考
え
る
。

　

教
育
組
織
の
ト
ッ
プ
と
し
て

教
育
長
は
こ
れ
ま
で
、
学
校
教

諭
や
職
員
等
に
対
し
て
、
ど
の

よ
う
に
綱
紀
粛
正
を
取
組
み
、

ど
の
よ
う
な
対
策
等
を
実
施
し

て
来
た
の
か
。

一般質問
竹
たけ

村
むら

清
せい

一
いち

 議員

教職員不祥事の起因は

　教育長に責任があるのでは

教育長の責任として

　　再発防止に全力で取組む

Q.

A.
動画はこちら

村の事業で利用されている公用バス

ふるさと納税向上目指し

　　自動販売機を設置しては

自動販売機設置経費含め

　　　費用対効果考慮し検討

Q.

A.

石狩市の太平洋クラブ札幌（ゴルフ場）に設置
されているふるさと納税自動販売機
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○
荒
谷
教
育
長　
答
弁

　

毎
月
開
催
さ
れ
る
「
学
校
経

営
部
会
」
で
一
貫
し
て
触
れ
て

い
た
こ
と
は
、
交
通
三
悪
で
あ

る
飲
酒
運
転
、
人
身
事
故
、
ス

ピ
ー
ド
違
反
と
様
々
な
不
祥
事

や
子
ど
も
た
ち
の
登
下
校
の
交

通
安
全
の
徹
底
で
あ
る
。

　

ま
た
、
２
回
の
保
護
者
説
明

会
で
は
関
係
学
校
の
職
員
に
も

同
席
し
て
も
ら
い
、
飲
酒
運
転

の
重
大
性
や
犯
罪
性
に
つ
い
て

も
、
校
長
や
教
頭
か
ら
の
指
導

に
加
え
て
、
さ
ら
に
お
話
を
さ

せ
て
い
た
だ
い
た
。

　

私
は
、
教
育
長
の
責
任
と
し

て
、
再
発
防
止
、
二
度
と
同
じ

過
ち
を
起
こ
さ
な
い
こ
と
を
肝

に
銘
じ
、
今
後
も
積
極
的
に
学

校
運
営
協
議
会
や
村
Ｐ
Ｔ
Ａ
総

会
、
教
職
員
研
修
会
等
の
あ
ら

ゆ
る
場
や
機
会
で
語
り
続
け
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
な
か
、
小
・
中

学
校
の
校
長
や
教
頭
、
教
職
員

の
日
々
の
主
体
的
な
不
祥
事
防

止
に
向
け
た
取
組
に
心
か
ら
感

謝
し
、
連
携
し
て
、
服
務
監
督

権
者
で
あ
る
本
教
育
委
員
会
と

し
て
も
教
職
員
の
不
祥
事
の
撲

滅
に
全
力
で
取
り
組
ん
で
い
く
。

○
南
部
議
員　
質
問

　

こ
の
度
、
10
月
30
日
か
ら
11

月
１
日
に
か
け
て
、
月
新
水
道

企
業
団
議
会
研
修
で
石
川
県
中

能
登
町
と
富
山
県
氷
見
市
を
視

察
し
た
。

　

震
災
か
ら
10
カ
月
が
経
っ
て

も
な
お
、
玄
関
口
に
ブ
ル
ー

シ
ー
ト
が
貼
ら
れ
、
解
体
や
改

築
工
事
を
待
つ
建
物
が
多
く
復

興
が
進
ん
で
い
な
い
と
感
じ
た
。

　

ま
た
、
飲
料
水
の
確
保
に
も

苦
労
し
た
が
、
も
っ
と
大
変

だ
っ
た
の
が
、
洗
濯
や
ト
イ
レ

な
ど
の
生
活
水
で
あ
っ
た
と
の

話
を
伺
っ
た
。

　

災
害
時
の
季
節
や
災
害
の
種

類
に
よ
っ
て
も
違
う
が
、
わ
が

村
で
も
避
難
訓
練
等
が
行
わ
れ

災
害
の
対
応
を
さ
れ
て
い
る
。

　

生
活
水
対
応
、
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
な
ど
で
の
被
害
情
報
収

集
管
理
や
職
員
の
方
々
の
緊
急

時
対
応
、
そ
し
て
体
調
管
理
等

の
職
務
管
理
な
ど
を
村
と
し
て

ど
の
よ
う
に
行
っ
て
い
る
の
か
。

○
石
塚
村
長　
答
弁

　

幸
い
に
も
本
村
に
お
い
て
は

近
年
、
災
害
の
被
害
は
な
い
が

全
国
の
災
害
を
教
訓
に
し
て
、

一
人
ひ
と
り
が
防
災
の
意
識
を

高
め
、
村
と
し
て
も
必
要
な
備

え
を
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
考
え
て
い
る
。

　

生
活
水
対
応
の
資
材
と
し
て
、

給
水
タ
ン
ク
、
ポ
リ
タ
ン
ク
、

飲
料
用
給
水
袋
を
用
い
て
村
内

十
カ
所
の
避
難
所
を
応
急
給
水

予
定
施
設
に
指
定
し
て
い
る
。

　

被
災
後
は
次
第
に
水
の
需
要

が
増
え
る
の
で
、
復
旧
の
状
況

に
応
じ
て
給
水
を
増
量
し
、
必

要
量
を
確
保
で
き
な
い
と
き
は

近
隣
の
水
道
事
業
者
等
に
速
や

か
に
応
援
を
要
請
す
る
。
災
害

時
応
援
協
定
を
締
結
し
て
い
る

陸
上
自
衛
隊
第
11
高
射
特
科
隊

に
給
水
車
を
依
頼
で
き
る
よ
う

に
な
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
緊
急
時
の
職
員
の
対

応
に
つ
い
て
は
「
防
災
初
動
マ

ニ
ュ
ア
ル
」
を
整
備
し
て
お
り
、

水
害
や
地
震
災
害
の
規
模
ご
と

に
、
職
員
の
参
集
範
囲
を
定
め

て
い
る
。

　

加
え
て
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の

ア
プ
リ
を
使
っ
た
「
災
害
想
定

職
員
参
集
訓
練
」
な
ど
も
実
施

し
て
お
り
、
い
ざ
、
災
害
が
発

生
し
た
際
に
、
現
時
点
で
想
定

さ
れ
る
備
え
を
し
て
い
る
。

一般質問
南
なん

部
ぶ

隆
たか

志
し

 議員

本村の災害時に対応する

　　　備えは常に万全なのか

マニュアルを整備検証し

　　備えは万全と考えている

Q.

A.
動画はこちら

　本会議などの中継（録画）をインターネットで
配信しています。
　詳しくは新篠津村議会ホーム
ページをご覧ください。

　議会通信しんしのつは、新篠津村議会ホーム
ページからでもご覧いただけます。
　過去の議会通信も配信しており
ます。
　ぜひ、ご覧ください。

議会通信しんしのつ議会インターネット中継
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住民への議会説明会

東日本大震災及び令和６年能登半島地震等からの復旧・復興、原子力発電所
事故への対応及び防災 ・ 減災対策の確立等に関する特別要望を採択

　令和６年12月16日、議員のなり手不足を解消すべく村民の皆様に日頃の活動状況を知ってもらい、
村議会に少しでも興味をもっていただくために、議員の役割や議員選挙などについての説明会を開催
しました。当日は、江別市議会議員の芳賀理己（はがまさみ）先生から「看護師から政治家へ」と題し
たご講演をいただきました。

　令和６年11月13日、東京都で開催された第68回
町村議会議長全国大会に山元議長が参加しました。
　緊急かつ重要な課題として解決を図る必要があ
る案件として「東日本大震災及び令和６年能登半
島地震等からの復旧・復興、原子力発電所事故へ
の対応及び防災・減災対策の確立を求める特別決
議」、「少子化対策の推進及び東京の一局集中の是
正を求める特別決議」が提案され、それぞれ決定
しました。

自治センターで開催した説明会

ＮＨＫホールで開催された全国大会

【
11
月
】

11
日	

農
業
振
興
懇
話
会
研
修
会

13
日	

町
村
議
会
議
長
全
国
大
会

�

（
東
京
都
）

14
日	

議
員
協
議
会

18
日	

全
国
過
疎
地
域
連
盟
総
会

�

（
東
京
都
）

23
日	

新
穀
感
謝
祭

28
日	

第
５
回
村
議
会
臨
時
会

	

議
会
運
営
委
員
会

	

議
員
協
議
会 

【
12
月
】

４
日	

第
４
回
村
議
会
定
例
会

（
初
日
）

13
日	

第
４
回
村
議
会
定
例
会

（
最
終
日
）

16
日	

住
民
へ
の
議
会
説
明
会

【
１
月
】

６
日	

議
員
協
議
会

７
日	

交
通
安
全
祈
願
祭

	

新
篠
津
消
防
出
初
式

10
日	

新
篠
津
村
関
係
機
関
新
年

交
礼
会

17
日	

商
工
会
新
年
交
礼
会

23
日	

議
会
広
報
特
別
委
員
会

議
会
日
誌
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議
会
通
信
し
ん
し
の
つ

し
ん
し
の
つ　

 （
令
和
７
年
２
月
１
日
発
行
）

発
行
／
新
篠
津
村
議
会　
編
集
／
議
会
広
報
特
別
委
員
会　

　
☎（
０
１
２
６
）　　
　

住
所
／
北
海
道
石
狩
郡
新
篠
津
村
第
47
線
北
13
番
地　
　

５
７-

２
１
１
１

編
集
後
記

最
近
、
特
に
気
に
な
る
こ
と
が

あ
る
。
そ
れ
は
、
昨
年
11
月
28
日

に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
た

『
ホ
ク
レ
ン
シ
ョ
ッ
プ
新
し
の
つ

店
』の
客
足
の
こ
と
だ
。

オ
ー
プ
ン
し
た
そ
の
日
の
昼
に

大
塚
議
員
、
竹
村
議
員
と
３
人
で

弁
当
を
買
い
に
行
っ
た
。

昼
の
時
間
帯
だ
っ
た
か
ら
か
、

と
て
も
明
る
い
店
内
に
は
お
客
さ

ん
は
そ
れ
ほ
ど
い
な
か
っ
た
。

品
物
が
売
れ
な
い
と
品
数
も
だ

ん
だ
ん
少
な
く
な
り
、
き
っ
と
良

い
品
物
も
並
ば
な
く
な
る
。

今
日
は
駐
車
場
が
混
ん
で
い
る

か
、
お
客
さ
ん
が
た
く
さ
ん
入
店

し
て
い
る
か
、
村
内
唯
一
の
食

の
イ
ン
フ
ラ
で
あ
る
ホ
ク
レ
ン

シ
ョ
ッ
プ
の
こ
と
が
と
て
も
気
に

な
る
の
で
あ
る
。

け
れ
ど
ひ
と
り
で
は
買
い
物
に

い
け
な
い
の
で
家
族
と
一
緒
に
行

く
が
、
会
う
人
は
顔
の
知
ら
な
い

村
外
の
人
も
多
く
、
あ
り
が
た
い

こ
と
だ
と
思
う
。

そ
し
て
、
昨
年
同
月
に
新
設
開

院
し
た『
す
こ
や
か
ク
リ
ニ
ッ
ク
』

の
こ
と
も
当
然
、
気
に
は
な
る
。

今
後
、
村
の
人
口
減
少
や
高
齢

化
、
移
住
定
住
の
対
応
と
し
て
大

切
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
イ
ン 

フ
ラ
な
の
だ
。�

（
高
橋　
記
）

令和７年 第１回定例会のお知らせ

　　３月10日（月）

　　　～３月18日（火）予定

区　　分 開  催  月  日 会　期 委員会 ･ 議案調査 本会議日数 傍聴者数
第１回臨時会   1月29日 1日 − 1日 0人
第２回臨時会   2月14日 1日 − 1日 0人
第１回定例会   3月  6日〜15日 10日 8日 2日 3人
第３回臨時会   5月29日 1日 − 1日 0人
第２回定例会   6月13日〜19日 7日 5日 2日 0人
第３回定例会   9月  4日〜12日 9日 7日 2日 22人
第４回臨時会   9月27日 1日 − 1日 0人
第５回臨時会 11月28日 1日 − 1日 0人
第４回定例会 12月  4日〜13日 10日 8日 2日 2人

令和６年議会開催状況

付　託　案　件 定例会 臨時会 合　計

村長
提出

条 例 21件 7件 28件
予 算 18件 3件 21件
決 算 5件 0件 5件
契 約 1件 3件 4件
人事案件 5件 1件 6件
そ の 他 2件 1件 3件
合 計 52件 15件 67件

委員会
議員
提出

意 見 書 2件 0件 2件
そ の 他 0件 0件 0件
合 計 2件 0件 2件

請願
陳情

請 願 1件 0件 1件
陳 情 3件 0件 3件
合 計 4件 0件 4件

議　決　結　果 定例会 臨時会 合　計

村長
提出

原案可決 42件 14件 56件
同 意 4件 1件 5件
認 定 5件 0件 5件
適任（答申） 1件 0件 1件
合 計 52件 15件 67件

委員会
議員
提出

原案可決 2件 0件 2件
否 決 0件 0件 0件
合 計 2件 0件 2件

請願
陳情

採 択 1件 0件 1件
一部採択 0件 0件 0件
不 採 択 0件 0件 0件
趣旨採択 3件 0件 3件
合 計 4件 0件 4件

令和６年付託案件・議決結果

どなたでも傍聴
できます。
皆さんのご来庁
をお待ちしてお
ります。


